
（別紙３）

～ 令和8年　1月　31日

（対象者数） 19 （回答者数）
13

～ 令和8年　1月　31日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・運動指導をレベルアップ

・楽しく活動をする。

2

・子供たちの意見を取り入れる。

3

・LINEなどを活用し、よりスムーズに連絡が取れるように

していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・子供たちの年齢や、出来ることのレベルの違いを見極め、

それぞれで課題を持って活動を取り組む。

2

・Google真布への登録をし、分かりやすくする。

3

・送迎の見直しを行い、滞在時間を延ばせるように工夫して

いく。

○事業所名

○保護者評価実施期間

○保護者評価有効回答数

こどもプラス鍋島教室

令和7年12月1日

○従業者評価実施期間
令和7年12月1日

令和8年2月28日

・柳沢運動プログラムを用いた、運動あそび・静かな活動 ・利用しているこどもたちのレベルに合わせた運動の提供

・送迎時間の都合で教室内での療育時間を十分に確保できない

時がある。

・高学年も多くなり下校時間が遅くなったため

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・集団活動では、学年の差が大きく活動のレベルが難しいとき

がある。

・下校時間が遅くなったりで、運動遊びの時間を長くとること

が難しい日は、それぞれの活動が出来ない日もある。

・道路から入ったところにある為、目立ちにくい。 ・駐車場が建物の前にある為道路から目につきにくい。

・学校休業日のレクリエーションを多く取り入れている。 ・子供たちが興味あるイベントに力を入れたり、他事業所との

交流を行っている。

・体調不良などで、欠席となった場合には、利用可能日数が無

駄にならないように工夫している。

・欠席になった時は、振り替えができるようにご案内をして

います。

事業所における自己評価総括表公表


